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ゲノムとは生命活動を維持させていくた

めに必要な全情報のことです。

ゲノムの本体はDNAという４種類の化学

物質の配列で約30億個の文字から成っ

ています。ヒトゲノム解析計画はヒトの全

DNA配列（30億文字）を読み取り、その

働きを明らかにしようという壮大な計画

で、国際的な協力により進められていま

す。DNAに記録された３０億文字の解明

の次なる目標は、解読されたDNAの配

列の中から遺伝子を見つけ出し、その遺

伝子がどんな働きをしているのかを解明

することです。細胞は遺伝子の全セット

のなかから、まわりの状況に応じて必要

な一部分だけをはたらかせて、実際の仕

事をするタンパク質を作りますが（図１）、

ひとつの遺伝子から数種類のタンパク質

が生まれる場合もあります（選択的スプ

ライシング）。このようなゲノム上の遺伝

子の位置や機能に関する情報を大型計

算機を用いて解析した結果をインターネ

ットで閲覧できるゲノム地図データベース

を紹介します（図２）。

ヒトゲノム解析地図
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地球上には、すべての大陸に現在６０億

人以上が生息しています。この事実だけ

でも、私たちヒトが他の生物と比べてい

かにユニークであることかがわかると思い

ます。このような人間の特異性を規定し

ている遺伝子の変化を発見するには、ヒ

トともっとも系統的に近い「類人猿」をヒ

トと比べてみる必要があります。図１は、

ヒトと類人猿を中心とする霊長類の系統

関係を示したものです。このように系統

的にはヒトに近いのですが、チンパンジー

やゴリラには、ヒトと異なる点が多数存在

します。

私たちのグループは、ゲノムから見た人間

の進化を研究しています。これまでに、Ａ

ＢＯ式血液型遺伝子、Ｒｈ式血液型遺伝

子、免疫グロブリンＡ遺伝子、ミトコンドリ

アＤＮＡ、ＨｏｘＡ遺伝子クラスターなどに

ついて、類人猿（チンパンジー、ゴリラ、オ

ランウータン、テナガザル）についてヒト

の遺伝子と比較してきました。また類人

猿ゲノムの研究を進めるために、チンパ

ンジーとゴリラのゲノムライブラリーを作

成しました。このポスターではこれらの研

究内容をご紹介します。

ゲノムは語る「人間への道」
－ヒトと他の霊長類を遺伝子で比較する－
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（図1）ヒト上科の系統関係

（図2）類人猿ゲノム計画Silverのwebsite

多型マイクロサテライトによる
東アジア人の遺伝的類縁関係の調査
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私たち人類集団の遺伝的特徴を調べる

ためのマーカーの一つに、マイクロサテラ

イトと呼ばれるDNAの繰り返し配列があ

ります。このDNAの配列は、2～5塩基か

らなるDNA配列が数個から数十個繰り

返された構造を持っており、私たちのゲノ

ムの中に広く存在しています。また、この

DNAの配列は、“横滑り”（スリッページ）

により、繰り返しの数が変わってしまう場

合が多いため、個人のDNA配列をそれ

ぞれ調べてみると、その長さに違い（多型）

を示しやすいという性質を持っています

（図１）。従って、これらマイクロサテライト

の多型を利用することで、私たち人類集

団の遺伝的特徴をより詳しく調査するこ

とが可能となるのです。私たちの研究室

では、これまで、多型マイクロサテライトが

ゲノム全体にわたりどのように分布して

いるかという調査を行ってきました。現在、

これらの多型マイクロサテライトを利用し

て、日本人、韓国人、モンゴル人などの

東アジア人の遺伝的類縁関係に関する

調査を行っていますので（図２）、その概

要を紹介したいと思います。
（図1）マイクロサテライト繰り返し多型の検出

（図2）Y染色体マイクロサテライトの“遺伝子型”（ハ
プロタイプ）に基づく東アジア人の遺伝的類縁
関係
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外界の刺激を受ける分子機械（受容体タンパク質）は
ヒトのゲノムに幾つ隠されている？
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細胞はいわば、膜に包まれている袋です。

外界から刺激を受けるとその情報が膜を

隔てて細胞内に伝わり、生命維持に欠

かせない様 な々働き（機能）を誘発します。

細胞膜上にあって、最初に外界刺激を受

けるインターフェースが受容体と呼ばれる

タンパク質です。受容体の中でもミシン

糸のように７回膜を横切る膜タンパク質

（７回膜貫通型受容体）が主なもので、光、

におい、低分子から、生体高分子まで、

極めて多様な外界刺激情報を伝達しま

す。この受容体がヒトの体の中にいった

い幾つ隠されているのか全部探ることが

できれば、生命活動をつかさどる情報の

ネットワークを深く理解することができます。

そうすることで、生体維持に有効な働きを

する情報伝達を刺激するような物質（す

なわち薬）をたくさん作ることができるよう

になるのです。私たちは、ヒトのゲノム配列

の中から、受容体をすべて発見する方法

を研究しています。今までのところ少なく

とも８００種～２０００種の７回膜貫通型受

容体が存在することがわかってきました。
（図1）受容体タンパク質の概念図

（図2）ヒトの7回膜貫通型受容体のデータベース
http://sevens.cbrc.jp
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